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西脇市制20周年記念事業基本方針 

令和６年９月 

１ はじめに                                

  西脇市は、平成17（2005）年10月１日に旧西脇市と黒田庄町との合併により

誕生し、令和７（2025）年に市制施行20周年を迎えます。 

  社会が成熟し、人口減少時代が到来する中、「人輝き 未来広がる 田園協奏

都市」を都市像に定め、先人たちが育んできた歴史を受け継ぎ、文化や産業を培

いながら、住まう市民がいきいきと躍動し、未来への広がりを期待できるまちを

目指して施策を進めてきました。 

  本市の20周年という大きな節目を祝い、紡いできた軌跡を改めて見つめると

ともに、ふるさとへの愛着と誇りを深め、持続可能な魅力あるまちを創造してい

く機会と捉え、記念事業を実施します。 

 

２ 展開方針                                

⑴ テーマ 

  ずっと もっと ぎゅっと 西脇 

市制施行20周年を契機に、市民の皆さんに本市の魅力を再認識していただ

き、これからも「ずっと」住み続けたいまち、「もっと」良いまちになるよう

に、そして、みんなで手を「ぎゅっと」握りあい、ともに歩んでいこうと思っ

てもらえるように定めたもので、語感が良く、誰でも簡単に覚えられることを

重視した文言としています。 

 なお、書体については、視認性が高く、教科書で使われる筆書きの楷書体に

近い「UDデジタル教科書体 NP―B」を用いるものとします。 

ずっと 
歴史・伝統・文化などこれまで築き上げられてきた西脇市の

魅力をこれからもきちんと守り続けていく様を表現したもの 

もっと 
これまで築き上げてきた価値を礎に、未来へ向かってさらな

る発展を遂げる様を表現したもの 

ぎゅっと 
市民と市民、市民と行政が手を握り、手を取りあってともに

歩んでいる様を表現したもの 

   市制20周年記念事業については、この３つの語句のイメージに沿って取り

組んでいくこととします。 

   また、テーマカラーを「金色」に定めます。光り輝く華やかな色合いと希少

性から生まれる特別感が市制20周年を祝し、夢が広がっていく未来のイメー

ジに合致することから選定したものです。  



 

 

- 2 - 

 

⑵ ロゴマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「日本のへその緒」をビジュアル化した本市のロゴマーク（基本表示）と、

絆や表彰の意味を持つリボン、市制20周年記念に関する英語表記を組み合わ

せ、輝きと陰影を加えたデザインとしています。 

 色については、テーマカラーの金色を用いますが、白黒やグレースケール

の印刷物でも判別可能なデザインとしています。 

※カラーで用いない場合は、陰影のないタイプ（右図）も可能とします。 

 

３ 事業構成                                

  市制20周年を記念して実施する事業の構成は、次の４つの類型とします。 

また、令和７年度は大阪・関西万博の開催年に当たり、市外で実施する万博関

連事業についても本市の魅力発信につながることから、市制20周年記念事業と

して位置付けます。 

  ⑴ 記念事業 

    市制20周年を記念して、市又は市が中心的役割を担う実行組織（以下 

「市等」といいます。）が主体となって新たに実施する単年度限定の事業 

  ⑵ 冠事業 

事業内容を周年にあうように工夫を行うなど、市制20周年を記念して、

市等が主体となって実施する既存の事業 

  ⑶ 協賛事業 

    市制20周年記念に賛同し、市民・各種団体・事業者等が主体となって実

施する事業。市は共催・協賛（補助金交付等の財政面での支援）・協力（物

資提供や人的面での支援）などの形で関与するもの 

  ⑷ 連携事業 

    市制20周年記念に賛同し、市民・各種団体・事業者等が主体となって独

自に実施する事業。市は連携パートナーとして登録し、後援（記念事業の

名義・ロゴマークの使用等）・広報等による情報発信などの形で関与する

もの  
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【事業構成のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 実施期間                                

  西脇市の市制施行20周年の記念日は、令和７年10月１日となります。このた

め、記念日が含まれる令和７年度（令和７年４月１日から令和８年３月31日ま

で）を記念事業の実施期間とします。 

 また、令和６（2024）年度の事業についても、内容に応じて市制20周年記念

のプレ事業に位置付けることを可能とします。 

 

５ 推進体制等                               

  市民・各種団体・事業者等の多様な主体と連携し、市全体で記念事業の推進に

取り組みます。 

  ⑴ 推進体制 

    令和６年度に実施する記念事業の実施調査（３回予定）や、各部等から選

出した若手職員によるワーキングチームでの検討内容、西脇・多可万博交

流活性化推進協議会からの提言を踏まえ、事務局の政策推進課で記念事業

の取りまとめを行います。事業内容等の報告、記念事業の総合的・効果的

な推進に向けての調整・協議は、部長会で行います。また、特に必要な場

合には、別途庁内委員会を設置し、協議等を行うこととします。 

記念事業 協賛事業 連携事業 冠事業 

ずっと 

もっと 

ぎゅっと 

事業 事業 事業 

事業 事業 

事業 事業 

事業 事業 

事業 

事業 事業 

市制20周年記念事業  
「ずっと もっと ぎゅっと 西脇」 

」 
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 行政以外の多様な主体との連携に当たっては、連携パートナー制度を構

築するとともに、広報等での周知や各種会議等の機会を捉えて、記念事業

への協力を呼び掛けるものとします。 

  ⑵ 実施経費 

記念事業の実施に当たっては、特定財源（国等の外郭団体の助成事業）や

ふるさと納税（個人版・企業版）を活用するとともに、特別な予算を伴わず

創意工夫で実施する事業（ゼロ予算事業）や、既存事業を記念事業として実

施し、令和８年度以降の再編・廃止を視野に入れる取組を含め、過度な財政

負担が生じないよう配慮するものとします。 

  ⑶ テーマ・ロゴマークの使用 

記念事業の類型にかかわらず、「西脇市制20周年記念事業」の名称とあ

わせて、記念事業に関連するチラシ等の広報物で積極的に使用するものし

ます。 

  ⑷ 広報・普及啓発 

    記念事業の周知と市民の参加を促進するため、市広報紙やホームページ、

SNS等を活用してＰＲを行います。また、各種会議等の機会を捉えて、市自

ら発信するとともに、連携パートナーによる情報発信を依頼します。 

 

 

 

 


